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自己ベストを目指し駆け抜ける！！
三町村小学校体育交流会陸上記録会

　９月 11日、金山小学校で第 32回両沼西部三町村小学校体育交流会陸上記録会が９月 11日、金山小学校で第 32回両沼西部三町村小学校体育交流会陸上記録会が
行われました。三島町、金山町、昭和村の各小学校 5・6年生全児童の運動能力向行われました。三島町、金山町、昭和村の各小学校 5・6年生全児童の運動能力向
上を目的として行われ、陸上運動を通して親睦を深め合いました。上を目的として行われ、陸上運動を通して親睦を深め合いました。
　三島小の皆さんは、真剣な表情で競技に取り組み、自己ベストを目指し全力で駆　三島小の皆さんは、真剣な表情で競技に取り組み、自己ベストを目指し全力で駆
け抜けました。け抜けました。

M i s h i m a　Tow n　Pu b l i c　 R e l a t i o n s

福島県
大沼郡
三島町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。



『長寿を祝った 三島町敬老会』『長寿を祝った 三島町敬老会』

し
あ
わ
せ

　
　
　
　
　

金
婚
夫
婦

代表で表彰を受ける飯塚国英・逸子ご夫婦

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま

（
昭
和
11
年
生
ま
れ
の
88
歳
）

地　区 夫　婦　氏　名

桧　原 佐々木　邦　雄・利枝子　ご夫妻

大石田 　秦　　清　吉・美枝子　ご夫妻

大石田 飯　塚　国　英・逸　子　ご夫妻

白
寿
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
大
正
14
年
生
ま
れ
の
99
歳
）

飯
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下
）
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下
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下
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子
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下
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ケ
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下
）

角
田
　
ケ
イ
子
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宮
下
）

森
田
　
イ
チ
子
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（
宮
下
）

森
田
　
イ
チ
子
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（
宮
下
）

角
田
　
榮
　
子
　
様
（
大
登
）

角
田
　
榮
　
子
　
様
（
大
登
）

　

三
島
町
敬
老
会
は
９
月
５
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
満
75
以
上
の
方

４
６
９
名
を
招
待
し
、
当
日
は
１
５
０
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
婚
50
年
の
金
婚
夫
婦
３
組
が
福
島
民
報

会
津
坂
下
支
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
代
表
と

し
て
飯
塚
国
英
さ
ん
逸
子
さ
ん
夫
妻
（
大
石

田
）
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
方
19
名
、

99
歳
の
白
寿
を
迎
え
る
方
５
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

矢
澤
源
成
町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
二
瓶
俊

浩
議
会
議
長
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
秦
兵

輔
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
の
演
芸
会
で
は
、
三
島
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
の
演
技
や
三
島
太
神
楽
保
存

会
に
よ
る
長
獅
子
・
火
男
な
ど
を
鑑
賞
し
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

結婚 50年を迎えられた方
（結婚年月日順）

飯塚　国英・逸子ご夫婦 秦　清吉・美枝子ご夫婦 佐々木　邦雄・利枝子ご夫婦

地　

区

氏　

名

宮　

下

石　

井　

啓　

敬　

様

宮　

下

目　

黒　

春　

江　

様

大　

登

馬　

場　

昭　

子　

様

大　

登

馬　

場　

久　

子　

様

川　

井

角　

田　

伊　

一　

様

川　

井

角　

田　

正　

子　

様

川　

井

長
谷
川　

房　

子　

様

桧　

原

諏　

江　

貞　

二　

様

滝　

谷

大　

竹　

常　

子　

様

滝　

谷

目　

黒　

武　

子　

様

滝　

谷

目　

黒　

政　

榮　

様

大　

谷

五
十
嵐　

京　

子　

様

西　

方

小　

堀　

宏　

子　

様

西　

方

山　

内　

智
惠
子　

様

大
石
田
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チ
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長
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テ
ル
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令
和
６
年
度
三
島
町
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー

                 ﹁
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
﹂
開
催

大いに盛り上がった敬老演芸会

三島保育所
「うきうきパレード」

矢澤 民子さん
「風やまず」

役場・地域包括支援センター職員
「とうほくであったまろう」

西方スポーツ民踊クラブ
「松の木小唄」

栗城 清子さん
「惚れたが悪いか」

板橋 德美さん
「別れの一本杉」

佐久間 定雄さん
「岸壁の母」

橋本 光五郎さん
「時の流れに身をまかせ」

民謡京祥会 会場を楽しませた火男三島太神楽保存会長獅子
　

令
和
６
年
８
月
13
日
︑
三
島
町
町
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三
島
町
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

三
島
町
に
は
２
０
０
件
を
超
え
る
空
き

家
が
存
在
し
︑
そ
の
空
き
家
を
減
ら
し
て

い
く
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
︒

　

今
年
の
空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
は
︑
会
津
若

松
市
の
認
定
司
法
書
士
︑
水
戸
篤
先
生
を

お
招
き
し
て
﹁
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
﹂
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
︒

﹁
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
﹂
と
は
︑
自
分

自
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
備
え
て
︑
ご

家
族
が
様
々
な
判
断
や
手
続
を
進
め
る

際
に
必
要
な
情
報
を
残
す
た
め
の
ノ
ー
ト

で
す
︒

　

水
戸
先
生
か
ら
﹁
ま
ず
は
自
身
が
所
有

し
て
い
る
不
動
産
や
︑
そ
の
名
義
な
ど
の

現
状
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
﹂
と
の

お
話
し
が
あ
り
︑
実
際
に
住
ま
い
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
︒

　

次
に
︑﹁
現
状
を
把
握
し
た
上
で
ど

う
し
た
い
か
考
え
て
い
く
こ
と
﹂
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
︒
参
加
さ

れ
た
方
は
﹁
空
き
家
に
な
る
前
に
︑
家

の
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
た
﹂
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
︒

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
し
て
︑
住
ま
い
の
将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
︒
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
役
場
地
域
政
策
課
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
︑
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒ 空き家セミナーの様子

こちらから
ダウンロードできます

3 広報みしま広報みしま2024.102024.10



当
時
の
観
光
協
会
の
仕
事
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

当
時
は
観
光
協
会
=
﹁
ふ
る
さ
と
運
動
﹂
で

ほ
か
に
若
い
人
が
い
な
か
っ
た
。
私
は
バ
ス
で

送
り
迎
え
を
し
な
が
ら
観
光
案
内
を
し
て
、
美

坂
高
原
で
一
日
中
遊
ば
せ
て
ま
た
乗
せ
て
戻
っ

て
く
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

海老名健さん 桧原地区（写真左）

　

来
る
に
は
来
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ

は
特
別
町
民
の
人
た
ち
を
相
手
に
動
い
て
た
か

ら
、
特
別
町
民
で
な
い
方
を
勧
誘
す
る
た
め
に

色
々
な
こ
と
を
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。
私
は
宮

下
駅
か
ら
バ
ス
で
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
美
坂
に

行
っ
て
遊
ば
せ
て
、
帰
り
３
時
過
ぎ
頃
降
り
て

き
て
西
方
の
ふ
る
さ
と
の
家
や
ふ
る
さ
と
荘
に

送
り
届
け
て
い
た
。
連
泊
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
、
民
泊
の
人
か
ら
明
日
特
別
町
民
の
人
が
乗

り
ま
す
な
ん
て
連
絡
も
よ
く
あ
っ
た
。
朝
９
時

頃
バ
ス
が
出
て
美
坂
か
ら
大
林
ま
で
ぐ
る
っ
と

周
っ
て
下
り
て
き
て
逆
に
大
林
に
居
る
人
を
美

坂
に
連
れ
て
い
く
。
結
構
忙
し
か
っ
た
よ
。

Q.Q.
当
時
の
観
光
協
会
の
仕
事
に
つ
い
て

当
時
の
観
光
協
会
の
仕
事
に
つ
い
て

Q.Q.
運
動
を
始
め
る
時
は
た
く
さ
ん
の
人
が

運
動
を
始
め
る
時
は
た
く
さ
ん
の
人
が

来
る
こ
と
予
想
し
て
い
た
か

来
る
こ
と
予
想
し
て
い
た
か

　

前
回
に
引
き
続
き
﹁
ふ
る
さ
と
運
動
﹂
に

直
接
関
わ
っ
て
い
た
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
当
時
の
﹁
ふ
る
さ
と
運
動
﹂
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
う
の
は
当
時
、
観
光
協
会
の
一
員
と
し
て
特

別
町
民
を
美
坂
高
原
や
大
林
ふ
る
さ
と
の
山
等

に
案
内
を
行
っ
て
い
た
海
老
名
健
さ
ん
で
す
。

Q.Q.
美
坂
高
原
で
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
た
の
か

美
坂
高
原
で
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
た
の
か

　

ま
ず
乗
馬
や
っ
て
た
べ
。
釣
り
堀
、
放
牧
、

自
転
車
、
な
ん
で
も
や
っ
て
た
。
釣
り
堀
は
多

い
時
で
１
０
０
人
く
ら
い
い
た
な
。
浅
瀬
に
魚

を
放
流
し
て
つ
か
み
取
り
と
か
も
や
っ
て
た
。

バ
ス
運
転
し
な
が
ら
今
日
何
や
り
た
い
か
聞
い

て
み
て
要
望
に
合
わ
せ
て
遊
ば
せ
て
た
。
だ
か

ら
、
な
ん
で
も
で
き
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ

イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。
元
々
何

も
な
い
場
所
だ
か
ら
あ
る
も
の
で
楽
し
ま
せ
な

き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
遊

び
を
作
ら
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
。

ふるさと運動50周年
～振り返る三島町の歩み～

\ 特集 /
\ 特集 /

三島の自然でおもてなし～特別町民の過ごし方～三島の自然でおもてなし～特別町民の過ごし方～
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◀
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
健
さ
ん
（
右
側
男
性
）

只
見
川
ラ
イ
ン
下
り
に
つ
い
て

只
見
川
ラ
イ
ン
下
り
に
つ
い
て

Q.Q.
　

只
見
川
ラ
イ
ン
下
り
の
コ
ー
ス
は
ふ
る
さ
と

荘
の
下
か
ら
麻
生
大
橋
の
手
前
ま
で
だ
な
。

景
勝
地
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
鉄
橋
も
そ
う
だ

け
ど
特
に
、
糸
滝
は
下
か
ら
見
る
と
、
も
の
す

ご
い
綺き

れ
い麗

で
み
ん
な
喜
ん
で
た
。
あ
と
、
只
見

線
が
鉄
橋
を
通
る
昼
時
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
船
を

出
し
て
た
。
船
に
乗
っ
て
る
人
も
喜
ぶ
し
、
列

車
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
る
人
も
い
た
。
多

い
時
だ
と
船
が
沈
む
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う

く
ら
い
乗
客
が
い
た
。
中
々
体
験
で
き
る
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
ら
人
気
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

当
時
も
川
霧
の
中
船
を
出
し
て
い
た
の
か
？

当
時
も
川
霧
の
中
船
を
出
し
て
い
た
の
か
？

Q.Q.
　

出
し
て
た
。
喜
ん
で
た
わ
い
み
ん
な
。
だ
っ

て
普
通
は
通
れ
な
い
も
ん
。
夏
は
大
体
午
後
に

な
っ
て
く
る
と
川
霧
が
張
っ
て
く
ん
だ
よ
、
暑

い
か
ら
。
ラ
イ
ン
下
り
は
、
秋
ま
で
ず
っ
と
人

気
だ
っ
た
。
春
は
若
葉
と
桜
、
夏
は
川
霧
、
秋

は
紅
葉
。
こ
れ
は
す
ご
か
っ
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

Q.Q.
　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
は
木
や
植
物
の
名
前
は

も
ち
ろ
ん
知
っ
て
な
き
ゃ
い
け
な
し
、
気
さ
く

で
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し
め
る
か
考
え
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
。
だ
け
ど
遊
び
方
や
楽
し
み
方
は
、

全
部
教
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
少
し
ず
つ
ヒ
ン
ト

を
あ
げ
て
、
自
分
た
ち
で
楽
し
み
方
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
や
る
の
が
一
番
大
切
な
ん

だ
。

発着地点

折り返し

➡
➡

➡

◀
只
見
川
ラ
イ
ン
運
行
図
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「
町
の
貯
金
」
と
い
え
る

基
金
に
は
、
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
、
各
種
特
定
目

的
基
金
と
、
各
種
貸
付
基
金

で
あ
る
定
額
運
用
基
金
が
あ

り
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
お

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
に
よ
り
財
源
を
確
保
し

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
以
降

は
、
基
金
を
取
り
崩
さ
な
け

れ
ば
歳
入
不
足
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
歳
出

の
節
減
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。 会 計 種 別 歳出決算額 増減率

一 般 会 計 29億 456万円 7.4％

特
別
会
計

国民健康保険 1億 6,084 万円 ▲ 14.0％

簡 易 水 道 1億 7,548万円 11.4％

路 線 バ ス 3,242万円 10.6％

農業集落排水 2,600万円 ▲ 28.7％

介 護 保 険 4億 626万円 ▲ 6.0％

戸別合併処理浄化槽 1億 1,252万円 ▲ 72.4％

後期高齢者医療 3,580万円 2.0％

合　計 38億 6,658万円 6.6％

令和５年度会計別決算額

自
治
体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぎ
、
財

政
状
況
の
悪
化
し
た
自
治
体
に
対
し
て
早
期
に

健
全
化
を
促
す
た
め
に
、「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」
の
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
財
源
の
規

模
に
対
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
の
割

合
を
示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」
の
３
カ
年
平

均
値
が

12.7
％
と
な
り
、
今
後
も
上
昇
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
は
町
の
財
政
に
余
裕
が
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
地
方
債
（
借

金
）
の
令
和
５
年
度
末
残
高
は
、
全
会
計
で

46
億
１
０
６
３
万
円
（
1.7
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
は
水
道
会
計
の
公
営
企

業
へ
の
移
行
に
伴
い
、
起
債
の
借
入
時
期
が
ず

れ
、
打
ち
切
り
決
算
と
な
っ
た
こ
と
で
、
資
金

不
足
が
発
生
し
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は
、
決

算
前
に
借
入
を
予
定
し
て
お
り
、
資
金
不
足
は

生
じ
な
い
見
込
み
で
す
。

対象となる事業 令和５年度 令和４年度 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 78.2％ 不足なし

20.0％農 業 集 落 排 水 事 業 不足なし 不足なし

戸別合併処理浄化槽事業 不足なし 不足なし

資金不足比率

判断指標 令和５年度 令和４年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 赤字なし 15.0％

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 20.0％

実 質 公 債 費 比 率 12.7％ 8.8％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 ―（※） ―（※） 350.0％

健全化判断比率

（※）将来負担比率はマイナスとなり算定されないため「―」となります。

決
算

町
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
令
和

５
年
度
決
算
が
︑
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
︒
一
般
会
計
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
︑
歳
入
総
額
は
7.3
％
増
︑
歳
出
総
額
は

7.4
％
増
と
な
り
ま
し
た
︒
地
方
交
付
税
が
歳

入
の

47.1
％
を
占
め
︑
国
の
財
政
措
置
に
大
き
く

依
存
し
て
い
ま
す
︒
歳
出
で
は
地
方
債
の
償
還

︵
借
金
返
済
︶
で
あ
る
公
債
費
が
14
％
増
で
歳

出
全
体
の

14.5
％
と
な
り
︑
近
年
の
起
債
を
伴
っ

た
建
設
事
業
の
増
加
を
反
映
し
て
い
ま
す
︒

財
政
健
全
化

基
　
金

令
和
５
年
度

基　金　種　別 令和５年度末残高 増　減

一般会計繰入が可能な基金の合計 15 億 8,360 万円 ▲２億 7,095 万円

財政調整基金 ５億 7,320 万円 ▲２億 4,260 万円

減債基金 ５億 299 万円 3,800 万円

その他の各種特定目的基金 5 億 741 万円 7,298 万円

国民健康保険基金 2,736 万円 500 万円

介護給付費準備基金 4,976 万円 1,040 万円

定額運用基金 1 億 6,410 万円 ー

合計 18 億 2,481 万円 ▲ 3 億 8,717 万円
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歳 出
一般会計

　令和５年度は三島町サービスステーション
（ガソリンスタンド）整備やケーブルテレビ放

送設備の更新などにより、総務費が 24.7％増と
なりました。また、農林水産業費においても、
食鳥処理施設の整備により 150.3％増となるな
ど、単年度に普通建設事業が集中しました。一
方、道の駅尾瀬街道みしま宿駐車場拡張工事が
完了したことにより、商工費は 52.6％減となり
ましたが、公債費は近年の起債により増加傾向
にあり、14.4％増となりました。今後はより一
層、経費の削減に努め、歳出を抑えることが必
要です。

公債費14.4％増、農林水産業費150.3％増、商工費52.6％減

扶助費
6,626 万円
（2.3%）

歳 入
一般会計

令和５年度は普通建設事業が集中
したことにより、その財源とするた
め、財政調整基金 242,623 千円を取
り 崩 し 繰 入 金 は 80.6% 増 と な り ま
した。また、自治体によるサービス
ステーション承継等に向けた取組支
援事業補助金などにより、諸収入が
199.1％増となりました。町債は過疎
対策事業債、緊急防災・減災事業債
の増により 96.0% 増となり、今後、
実質公債費比率のさらなる上昇が想
定されます。一方、ごみ処理最終処
分場恒久対策が終了したことにより
分担金及び負担金が 98.5％減となっ
たほか、社会資本整備総合交付金、
新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金の減などにより、国
庫支出金が 39.7％減となりました。

繰入金 80.6％増、町債 96.0％増、分担金及び負担金 98.5％減

繰出金
2億 5,705万円
（8.9%）

町税
1億 7,124 万円
（5.7%）

使用料及び手数料 3,385万円
（1.1%）
分担金および負担金76万円分担金および負担金76万円
財産収入 699万円財産収入 699万円
寄附金1,405万円寄附金1,405万円
（0.7%）（0.7%）

諸収入
9,006 万円
（3.0%）

地方譲与税 2,041万円

利子割交付金 4万円

配当割交付金 54万円

株式等譲渡所得割交付金 58万円

法人事業税交付金 390万円

地方消費税交付金 3,810 万円

自動車取得税交付金14万円

環境性能割交付金105万円

地方特例交付金12万円

（2.1%）

歳入
30 億
1,352 万円

歳出
29 億
456 万円

繰入金3億 6,872万円（12.3%）

繰越金
1億 300万円
（3.4%）

地方交付税
14億 1,928 万円
（47.1%）

国庫支出金
１億 2,955万円
（4.3%）

県支出金
2億 2,615万円
（7.5%）

町債
３億 8,499 万円
（12.8%）

人件費
4億 5,035万円
（15.5%）

公債費
4億 1,984 万円
（14.4%）

普通建設事業費
７億 5,359 万円
（25.9%）

物件費
3億 8,545万円
（13.3%）

維持補修費
1億 3,996 万円
（4.8%）

補助費等
2億 8,841万円
（9.9%）

積立金
１億 3,655万円
（4.7%）

自主財源（26.2％
）

依存財源（73.8
％）

歳出
29 億
456 万円

義務的
経

費
（

32.2％
）

投資的事業費 (26.2％
)

そ
の

他
の

経
費

（
41.6％

）

災害復旧事業費
710万円
（0.3%）
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　８月 29 日、福島県会津地方振興局本田局長が来庁され、令和６
年度個人県民税優良市町村知事感謝状伝達式が行われました。
　今回の表彰は令和５年度の個人県民税の徴収率が前年度を上回っ
たため表彰されたものです。本田局長が感謝状を贈呈し、感謝の言
葉を伝えました。矢澤町長は「今後とも個人県民税の徴収について
努力していきたい。」と述べました。

まちまちの話題の話題

県知事より納税功労者感謝状が三島町に贈呈されました

　民俗写真の巨匠・芳賀日出男氏は三島町とご縁があり、当町にお
いて平成元年より何度も氏の企画展を開催してきました。町では日
出男氏が令和４年にお亡くなりになったことを受け、その追悼展と
して、令和５年度に平成７年に寄贈された仮面・郷土玩具のコレク
ション展を、令和６年度に氏の撮影した民俗写真展を開催しました。
　そしてこの度、ご子息・芳賀日

ひ な た

向氏のご厚意により、日出男氏が
初めて三島町を訪れた平成２年にモノクロフィルムで撮影された年
中行事等を現像した写真１点とデジタルデータにした写真１５６点
が町に寄贈されました。町として感謝の意を表すとともに、寄贈さ

故・芳賀日出男氏が三島町で撮影した写真が寄贈されました

▲左から矢澤町長、本田会津地方振興局長

　市町村対抗軟式野球大会が９月 23 日、福島市のあづま球場で開
催され三島町は強豪西郷村を相手に試合が行われました。
　１回表、西選手、小松選手のヒットとフォアボールで２点を先制
し、大いに盛り上がりました。しかしながら西郷村の強力打線によ
り逆転され、点差を広げられました。
　2 回以降は出塁するも西郷村の堅守により得点の芽を摘まれ、な
かなか得点には繋

つな

がりませんでした。2・4 回表に１点づつ得点を
重ねるも惜しくも敗れてしまいました。
　監督の西さんは「今年もチーム、選手への応援ありがとうござい
ました。今年はチーム練習もままならない中での試合となりました
が、攻撃面ではとても良いチームワークで点を取ることができまし
た。今大会の課題を活かしながら次大会に繋げていければと思って
います。」と話されました。

第 18回市町村対抗県軟式野球大会

▲志田雅史選手

▲三島町チームの皆さん

「強豪西郷村相手に先制！」

れた写真は今後、展示の機会を設けていきます。

▲寄贈された写真
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　盛大にみやした祭り開催（９月14日） 小島  純さん（宮下）

　宮下地区の「みやした祭り」が９月 14 日、盛大に繰り広げられました。午
前 11 時から三島神社で例大祭が執り行われ、その後神輿渡御が神社を出発、
氏神様を乗せた神輿が町内を巡行し２ヶ所で神事が行われました。午後１時
30 分からは「こどもみこし」が神社を出発、町内を元気よく巡りました。
　夜６時 30 分からは山車による町内巡行、その後、山車は宮下活性化センター
に帰着。その後は商品付き仮装豊年踊りが始まりました。町内の人たちや思い
思いの仮装をした住民が豊年踊りを楽しみました。今年は昨年より参加者が多
く大きな踊りの輪ができあがりました。踊りはやしの人たちも、三島甚句や太
鼓、笛などに力が入っていました。

町民記者通信町民記者通信

　二百十日のおこもり（８月31日） 佐久間  絹江（滝原）

　古来より立春から数えて 210 日目の９月１日頃は、台風など
の災害が多い時期とされています。農作物の実りを左右する大
事なこの時期の収穫の無事を祈るため、前日に宮司を招いてお
こもりを続けてきました。今年も地区の方々が神社に参集し、
宮司さんの祝詞に頭を垂れ、祈りを捧げ御神酒を頂きながら談
笑し、親睦を深め合いました。美化活動で植えられたコスモス
も咲き誇り始めました。

　桧原「健康を守る会」研修旅行（９月１日） 阿部  和彦（桧原）

　桧原地区では毎年 9 月の第 1 日曜日に研修旅行を行っています。今年は山形
県上山市・米沢市を中心に 22 名で出掛けて来ました。最初は泣いた赤鬼の童
話作家で知られる「浜田広介記念館」、次に山形県の名物玉こんにゃくの懐石
料理や土産品を提供している「こんにゃく番所」、歌人「斎藤茂吉記念館」を
見学、昼食は「ぐっと山形」のフードコートで米沢牛やラーメン・蕎麦を味わい、
店内で家族のお土産品やお買い物を満喫しました。最後に朝どれ卵のスイーツ
カフェ・生みたて卵のショップ「うふうふがーでん」に立ち寄り帰路へと着き
ました。参加者の皆さんは記念館の見学やお買い物など、盛り沢山で楽しい 1
日となりました。

　秋の春日神社例大祭「おこもり」（９月15日） 阿部  和彦（桧原）

　桧原の春日神社例祭々典奉仕が神社本殿において、午前 10 時から神社総代、
地区役員 10 名の参加で斎行されました。朝早くから神社役員により参道周辺
の草刈りや本殿の清掃が行われ、境内に祭りの旗が挙げられました。青木則勝
宮司による祭典が厳粛に執り行われ、阿部通利総代長が玉串奉奠後に地区の繫
栄、五穀豊穣、健康と平和を祈願しました。
　その後の直会では、今年の米や農作物の出来具合、冬に向けての準備等を話
題に地区の年末に向けて話し合いました。午後 7 時からの「おこもり」は 2 名
の参加で実施されました。
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町民記者通信町民記者通信

　「秋の人足」で地区を守る（９月１日） 本名  与四郎（西方）

　９月１日の午前８時から 11 時 30 分頃を目安に西方地区において「秋の人足」
が行われました。
　今夏は、全国的に猛暑による熱中症や日本だけでなく海外でも地球規模の温
暖化による自然災害で多くの尊い人命が失われたり、甚大な家屋の損壊がテレ
ビ、新聞等報道されたりしましたが、西方地区においては大きな被害は報告さ
れていないということでした。
　当日は早朝から太陽が雲の間から顔を覗

のぞ

かせ、暑過ぎるくらいとなり、作業
の途中に水分補給が欠かせませんでした。14 隣組がそれぞれの分担された箇
所に分かれて作業を開始しました。普段あまり通ることがほとんどなくなった
農道や林道の雑草は、暑さと長雨の影響もあり、大人の腰元ほどに伸びきって
いました。
　どの隣組でも、草刈り機のエンジン音が各箇所で鳴り響いていました。作業
の途中に、休憩をとりながら、イノシシによる田んぼの被害が依然としてあることや稲穂が倒れてしまっている
原因として、農薬の過剰散布、高温が続いたこと、ヒエなどの雑草が繁茂したための話。また、ぶすの実やオト
ギリソウ、ドクダミは、がん予防、万能薬草でもあり健康長寿に効能があることなど、多種多様な町や町外情報
を多く聞くことができました。秋の人足によって、地域の環境美化だけでなく､ 地区民の心の交流や情報交換を
深めることができた半日となりました。

　地区への活力、子ども神輿と豊年踊り（９月14日） 本名  与四郎（西方）

　９月 14 日の例年行われていた西方地区の「子ども神輿」は、早朝から天候
に恵まれ、予定どおり行うことができました。
　地区の小学生が一人もいないにもかかわらず、近隣近在から予想以上の子ど
もたちが応援協力してくれました。子ども御輿に携わってこられたＯＢの保護
者の皆さんが２週間前からふるさとセンターに夜、集合し、神輿につける花飾
りを色とりどりに作ったり、豊年踊りの笛や太鼓などの練習をしたりして、当
日を迎えることができました。
  午前 10 時から子ども神輿は、旧児童館近くの郷倉から加登屋さんまでの直線
の道のりを「ワッショイ、ワッショイ」と大きな声で練り歩きました。
　お祭りがあると聞いて集まった地区の小さなお孫さん達も参加し、お父さん
やお母さんと一緒に、大きなかけ声に合わせて子ども神輿を盛り上げることが
できました。神輿の途中、星ハツ子さんがクラブ会長を務めるスポーツ民謡ク
ラブが今まで練習してきた成果を披露し、沿道に集まった多くの観客から拍手
喝采を受けました。
　夜、午後７時 30 分より「豊年踊り」が開催されました。今年も趣向を凝らした団体の仮装や個人による仮装
が多く出場し、会場を大いに盛り上げました。子ども神輿と豊年踊りで、地区民に元気と笑顔と喜びを与えた初
秋の一日となりました。

「人足で　初めて分かる　山の路」
「マンネリの　テレビ番組　それ以上　情報通の　話し手がいる」

「笛、太鼓　こころ動かす　子ども御輿」
「豊年に　願いを込めて　マジ仮装」
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に
入
っ
て
か
ら
、
ク
マ

の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
年
は
昨

年
よ
り
ド
ン
グ
リ
類
の
実
り
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
が
な
っ
て
い
な
い
場
所
も
あ

る
た
め
、
前
年
同
様
、
人
里
で

の
ク
マ
の
出
没
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

実
際
町
内
で
は
、
こ
れ
ま
で

ク
マ
が
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た

味
噌
に
寄
っ
て
き
た
と
い
う
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
マ
は
匂

い
が
強
い
も
の
に
引
き
寄
せ
ら

れ
る
た
め
、
食
料
品
や
生
ゴ
ミ

は
も
ち
ろ
ん
、
機
械
油
な
ど
匂

い
の
強
い
も
の
に
つ
い
て
も
管

理
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
以
前
か
ら
野
生

動
物
の
観
察
結
果
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
イ
ノ
シ
シ

の
用
心
深
さ
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
場
所

に
イ
ノ
シ
シ
を
お
び
き
寄
せ
る

た
め
エ
サ
を
ま
き
、
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
経
過
を
観
察
し
て
い

た
の
で
す
が
、
い
く
ら
待
っ
て

も
イ
ノ
シ
シ
が
来
な
い
の
で
、

諦
め
て
足
で
土
を
か
け
、
ま
い

た
エ
サ
を
埋
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
イ
ノ
シ
シ
が
や
っ

て
き
た
の
で
す
が
︙
結
果
は
写

真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

少
し
地
面
を
荒
ら
し
た
だ
け

で
も
イ
ノ
シ
シ
は
気
付
い
て
避

け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
件
で
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
人
間
が
適
当
に
わ
な
を
置

い
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
は
簡
単
に

見
破
っ
て
し
ま
う
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

何
事
も
慣
れ
て
く
る
と
作
業

が
雑
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
基

本
は
常
に
忘
れ
ず
、
必
要
な
手

間
は
惜
し
ま
な
い
よ
う
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
。

①　せっかくエサをまいたのに、毎日やってくるのはタヌキ

　ばかり…（しかも中途半端に食べ残す。）

　　「お前に食わせるエサじゃない！」腹を立てた私はタヌキ

　の食べ残しに土をかけて埋めてしまいました。

３

④　しばらく周囲を探るような様子を見せると、危険と判断　

　したのか後ろへ下がり、迂回して林の奥へ消えていきました。

　　わなも置いていないのにここまで慎重に動くとは…イノ

　シシは決して考えなしの「猪突猛進」ではありません。

③　私が荒らした地面の直前でピタリと立ち止まり、匂いを

　嗅ぎ始めました！

　明らかに何かを警戒しています。

②　後日、本命のイノシシがやってきます。

　この林はもともとイノシシの通り道だったので、そのまま

通り過ぎると思ったのですが…

１

２４

11 広報みしま広報みしま2024.102024.10



　
　
工
芸
館
だ
よ
り
㊶
~
も
の
づ
く
り
の
伝
承
~

編み組材料の採取 -ヒロロ採取 -
９月３日より編み組細工の材料のひとつであるヒロロの採取を行いました。

例年、暦の二
にひゃくとおか

百十日を目安とし、ヒロロの長さや抜け具合を見ながら計画
を立てます。時期が合うと、根元を踏みながら引っ張ることで葉の部分を
スポッと簡単に抜き取ることができ、材料として使いやすい柔らかな材料
が得られます。根を残すことでまたヒロロが育ち、翌年以降の採取が行え
ます。
　採取直後の根元の部分は水分が多く、そのままだとカビや腐りの原因と

なるため、根本のつながりを裂いてバラします。その後、少しだけ天日にあてて、風通しのよいところ
で陰干しをします。日に当てると乾燥は早く進みますが、い草のように色が白く抜けてしまうため、材
をよく見て、場所を移動したり、ムラなく乾燥するよう裏返したりして、こまめに手をかけることが必
要です。
　仕上がった材は、毎月第１・３土曜日開催のヒロロ細工教室で参加者の方が利用できます。ぜひ皆
様もご参加ください。

▲根本を踏みながら抜く

【ヒロロ教室のご案内】
毎月第１・３㊏開催
9:00 ～ 16:00 予約制、見学可。

【場所】生活工芸館

採取したヒロロの束採取したヒロロの束

問三島町生活工芸館　☎（48）5502
▲バラし作業 ▲乾燥

税の無料相談会のお知らせ

　令和６年度 11 月 11 日から 11 月 17 日までは「税を考える週間」です。これに伴い東北税理士会会津若松
支部では、社会貢献活動の一環として「税の無料相談会」を実施します。
　相続税、贈与税、土地建物の売却にかかる税、消費税など、税に関する様々なご質問を無料でお受けしま
すので是非ご利用ください。
　なお、来場に際し予約の必要はありません。

　【開催日】　令和６年 11 月 11 日㊊
　【場　　所】　会津アピオ２階　研修室
　【時　　間】　10：00 ～ 12：00 まで
　【相　　談】　当日来場された方の来場順にご相談いたします。
　　　　　　　※　内容によって順序が前後する場合もあります。
　【問合せ先】　東北税理士会会津若松支部・支部長　吉原裕二

問東北税理士会会津若松支部・支部長　吉原裕二　☎ 0242-62-3129
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町民センターゆめぽけっと

図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

バナナの魅力を
100文字で伝えてください

柿内　尚文　著

塩沼　亮潤　著

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

青山　美智子　著

●利用時間　　　　　　　　　　●お休み
　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　年末年始
　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時

ちいかわ
47都道府県

ナガノ　著

リカバリー・カバヒコ

　新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒル。近
くの公園にある古びたカバの遊具・カバヒコには、
自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する
という都市伝説が。アドヴァンス・ヒルの住人は、
悩みをカバヒコに打ち明ける。成績不振の高校生、
ママ友と馴染めない元アパレル店員、駅伝が嫌な
小学生、ストレスから休職中の女性などみんなの
痛みにやさしく寄り添う、青山ワールドの真骨頂。

人生生涯
小僧のこころ

健康で元気な毎日！
vol.95

町民課保健福祉係　☎ 48-5565

「緑黄色野菜」食べていますか？

緑黄色野菜について

　夏は畑で作ったトマトやピーマン、オクラなどを収穫し、豊富に食べることができた緑黄色野菜。
秋から冬は「畑で収穫できないから緑黄色野菜をあまり食べていない」というお話をよく聞きます。

緑黄色野菜は “ ビタミン A”“ ビタミン C”“ ビタミン E” という栄養素を豊富に含みます。これらは、
たんぱく質（卵、乳製品、肉、魚、大豆製品）を血管に作り変えるために必要な栄養素です。動脈硬化
を防ぐためにも、意識して緑黄色野菜を摂り入れましょう！

血血管管内内皮皮細細胞胞 … 太太いい血血管管・・目目にに見見ええなないい毛毛細細血血管管 全全ててのの血血管管ににある

②②たたんんぱぱくく質質をを血血管管にに作作りり変変ええるるののにに必必要要①①血血管管のの材材料料ににななるる

必須アミノ酸と非必須アミノ酸のバランスが良い

必須アミノ酸
（ｍｇ）

非必須アミノ酸

（ｍｇ）

卵 50ｇ 3.2 3
牛乳 200ｇ 3.3 3.3
魚(鮭) 50ｇ 5.8 5.4
肉(豚もも) 50ｇ 5.1 5.2

一日の目安量

たんぱく質

食品からしかとれない

内内皮皮細細胞胞のの役役割割

・伸び縮みして血液量や血圧を一定にする

・動脈硬化を防ぐ

・血が固まらないように調節する
炎炎症症 酸酸化化スストトレレスス））

μｇ ｍｇ ｍｇ

淡色野菜
２２５５００ｇｇ 3 48 0.3

（大根、キャベツ、玉ねぎ）

ビタミンＥ

緑黄色野菜
１１５５００ｇｇ 771100 37 2.3

（人参、ほうれん草）

１日の目安量
ﾋﾞﾀﾐﾝＡ ビタミンＣ

③③血血管管内内皮皮細細胞胞のの酸酸化化をを
防防ぐぐたためめにに必必要要

血血血血血血血血血血血血管管管管管管管管管管管管管管管管管管内内内内内内内内内内内内内内皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細細胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞胞のののののののののののの材材材材材材材材材材材材材料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料

血液には酸素がいつも流れている

3％は活性酸素になる

ある
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ふれっく国環研だより
国環研の秋のイベント

第 74 回

　三島町のみなさまこんにちは。9 月中頃まで暑い日が続いていましたが、下旬からようやく涼しくなり
はじめ、秋の様相になってきました。季節の変わり目ですので体調には十分お気を付けください。さて
秋になって過ごしやすくなり様々なイベントが開催される季節となりました。
　今回は、福島拠点が 10 月に参加を予定している環境に関するイベントについてご紹介いたしますので、
ぜひチェックしてください！

■ふくしまゼロカーボンDAY！ 2024 in ふくしま（福島市：まちなか交流施設ふくふる）
　【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kankyo-o/event/2024kankyou-festa.html】

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　

　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

筆者　常
ときわ

盤  達
たつひこ

彦

秋はイベントの季節！環境系の
イベントにも参加してみよう！

■国環研一般公開 2024（つくば市：国立環境研究所）
　【https://www.nies.go.jp/event/kokai/index.html】
　茨城県つくば市にある国立環境研究所の本部で毎年開催されているイベントで、これまでは 8 月に開
催されていたのですが、今年は猛暑対策で 10 月 19 日㊏に開催されます。普段は入れない研究所の中で、
気候変動や生態系など幅広い環境に関する研究の展示を、研究者とふれあいながら楽しむことができま
す。
　三島町からは会場まで距離がありますが、研究所の中に入れる年 1 回の貴重なチャンスですので、関
東方面に遊びにいく機会があれば合わせて立ち寄ってみてください。
なお国環研は今年で創立 50 周年でして、50 周年に合わせた企画も予定しています！
　今回は 10 月に開催する福島拠点が参加予定のイベントをご紹介しました。涼しくなってきて外出も
しやすい季節となり、今回紹介したもの以外にもさまざまな環境に関するイベントが開催されますので、
ご関心にあわせて足を運んでいただければと思います。なお 11 月に開催を予定している三島町の文化祭
にも国環研福島拠点は参加予定ですので、10 月のイベントと合わせてこちらもよろしくお願いします！

▲立体地図に様々データを映し出す

プロジェクションマッピング「3D ふくしま」

　10 月 6 日㊐に福島市で開催される「ふくしま環境フェスタ」
内のコーナーである「ふくしまゼロカーボン DAY ！ 2024in ふ
くしま」に参加します。自転車で発電をしてみるといった体験
型の展示やゲームを使って、温暖化や再生可能エネルギーにつ
いてなどを中心に環境について楽しみながら学べるイベントで
す。福島拠点からは福島県の立体地図を使ったプロジェクショ
ンマッピング「3D ふくしま」を展示する予定です。
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第105回

疱ほ
う
そ
う瘡
、
神
へ
の
信
仰
と
種し

ゅ
と
う痘
ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

　

疱ほ
う
そ
う瘡

（
天て
ん
ね
ん
と
う

然
痘
）
は
世
界
中
で
多
く
の

命
を
奪
っ
た
感
染
症
で
し
た
が
、
後
述
す

る
種し
ゅ
と
う痘
と
呼
ば
れ
る
予
防
接
種
が
19
世
紀

よ
り
普
及
し
、
現
在
で
は
根
絶
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
に
確
認
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
種
痘
が
広
ま
り
疱
瘡

に
か
か
る
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
は
、

疱
瘡
か
ら
人
の
身
を
守
護
す
る
神
へ
の
篤あ
つ

い
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。
東
北
地
方
で
は

「
若
木
」
と
書
い
て
「
お
さ
な
ぎ
」
と
読

む
現
在
の
山
形
県
東
ひ
が
し

根ね

市し

神じ
ん

町ま
ち

に
あ
る

神
社
が
疱
瘡
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
時
代
の
行
政
区
分
で
い
う

大お
お
し石
組ぐ
み

（
三
島
町
域
で
は
早
戸
・
滝
原
が

含
ま
れ
る
）
に
お
い
て
も
、
若お
さ
な
ぎ木
神
社
へ

の
信
仰
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
名な
ご
り残

が
み
ら

れ
ま
す
。

　

早
戸
に
は
ホ
ウ
ソ
ウ
神
と
も
恩
沙
那
巍

神
社
と
も
云い

わ
れ
る
小
さ
な
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り

（
写
真
１
）、
か
つ
て
子
を
疱
瘡
で
亡
く
し

た
佐
久
間
家
の
者
が
建
立
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
ホ
ウ
ソ
ウ
神
と
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
「
恩
沙
那
巍
」
が
「
お
さ
な
ぎ
」

と
読
め
る
こ
と
か
ら
疱
瘡
の
守
護
神
と
さ

れ
る
若お
さ
な
ぎ木
神
社
へ
の
信
仰
が
勧
か
ん
じ
ょ
う請
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、金
山
町
の
大お
お

志し
（
か
つ
て
は
大
石
）

の
某
家
伝
来
の
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

と
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
の
『
湯
殿

山
道
中
記
』
を
読
む
と
、
湯
殿
山
参

り
の
帰
り
に
若お

さ
な
ぎ木

に
立
ち
寄
っ
て
お

り
、
安
政
四
年
の
記
述
に
は
「
若お
さ
な
ぎ木
ヘ

　

御お

山や
ま

ヘ
半は
ん

道み
ち

有あ
り　

御お

札ふ
だ

は
御お

別べ
っ
と
う当
ゟよ
り

請う
け

申
も
う
し

候
そ
う
ろ
う」（

ル
ビ
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
の
一
文
が
あ
り
、
お
参
り
す
る
だ
け

で
な
く
御お

札ふ
だ

を
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

種し
ゅ
と
う痘

、
い
わ
ゆ
る
疱
瘡
の
予
防
接
種

は
、
幕
末
に
は
全
国
的
に
広
ま
り
は

じ
め
ま
し
た
が
、
国
と
し
て
制
度
化

し
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

太だ
じ
ょ
う
か
ん

政
官
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
に

県
が
「
種
痘
ノ
儀
」
を
僻へ
き

地ち

に
至
る
ま

で
世
話
す
る
よ
う
布
告
し
、
翌
４
年
に

は
種
痘
の
免
許
制
度
を
定
め
（
種
痘

医
）、
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
に
は
文

部
省
か
ら
「
種
痘
規
則
」
が
布
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
三
島
町
域
に
お
い
て
も
明
治
期
に

お
け
る
種
痘
関
係
の
文
書
が
遺の
こ

さ
れ

て
い
ま
す
。
古
い
も
の
で
は
明
治
８
年

（
１
８
７
５
）
３
月
の
、
戸
長
か
ら
区
長

に
宛あ

て
た
種
痘
施
術
を
受
け
る
べ
き
者

を
洩も

れ
な
く
取
り
調
べ
た
と
の
報
告
文

と
宮
下
村
・
桑
原
村
・
浅
岐
村
・
間
方

村
の
種
痘
施
術
取と

り

調
し
ら
べ

書
が
あ
り
ま
す
。

取
調
書
を
読
む
と
、
既
に
種
痘
を
受
け

た
者
や
こ
れ
か
ら
受
け
る
べ
き
者
の
名

が
書
か
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生
ま
れ

た
年
か
ら
そ
の
６
年
後
ま
で
に
種
痘
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
書
か
ら
は
太
政

官
布
告
前
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）

に
は
少
な
く
と
も
種
痘
を
受
け
る
乳
幼

児
が
こ
の
地
域
に
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
ま
す
。
種
痘
を
受
け
た
者
に
は
右
・

数
字
、
左
・
数
字
の
記き

載さ
い

が
あ
り
、
こ

れ
は
右
腕
と
左
腕
に
そ
れ
ぞ
れ
何
顆つ
ぶ

種
痘
を
施
ほ
ど
こ
し
た
か
書
き
こ
ん
だ
も
の
で

す
。
ま
た
ど
の
種
痘
医
が
施
術
し
た
か

も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
４
村
と
も
宮
下

村
の
酒
井
壮
哲
か
野
尻
村
の
渡
部
寛
の

ど
ち
ら
か
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
種

痘
を
受
け
た
證
あ
か
し

と
な
る
「
種
痘
済
證
」

は
今
も
数
多
く
現
存
し
て
お
り
、
写
真

２
は
現
在
当
町
で
確
認
で
き
る
範
囲
で

最
も
古
い
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
６

月
の
「
種
痘
済
證
」
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
史
編
さ
ん
室
）

写真２　明治 10 年　種痘済證
　　　   （大谷・二瓶常一家文書）

（
参
考
文
献
）
斎
藤
吉
弘
・
武
田
末
男
『
日
本
一
社　

若
木
神
社
物
語
』

　
　
　
　
　

  

渡
邊
良
三
解
読
『
御
蔵
入　

湯
殿
山
道
中
記　

大
石
村
』

写真１　早戸地区  ホウソウ神
    　　   （恩沙那巍神社）の石祠
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Inform
ation

問ハローワーク会津若松  専門援助部門 ( 部門コード 45 ＃ )
☎ 0242-26-3333

　就職希望の障がい者と求人企業が一堂に会し、数
多くの面接の機会を確保し、障がい者の雇用の促進
を図ることを目的とした「障がい者就職面接会」を
以下の内容で開催します。

【日　 時】  令和６年 10 月 25 日㊎ 13：00 ～ 16：00
【会　 場】   会津アピオスペース  展示スペース

　　　　　  （会津若松市インター西 90 番地）
【参加予定企業数】   30 社程度
【問合せ先】  ハローワーク会津若松  専門援助部門

会津坂下警察署からのお知らせ

・パソコンのウイルス感染に関する請求
・携帯料金やサイトの未納料金に関する請求
・高額当選の受取手数料代
・その他、身に覚えのない支払いを電子マネーで
　請求されている

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

電子マネーを悪用したなりすまし詐欺に注意！

　携帯電話に見知らぬショートメッセージ (SMS)
が送られたり、法務省や裁判所などの名称で自宅
にはがきが送付されることもあります。
　事業者、法務省や裁判所などが「未納料金など
の支払い」の名目で、コンビニエンスストアで、
電子マネー ( プリペイドカード ) を購入させるこ
とは絶対にありません。
　これらの事例は全て詐欺の可能性があります。
一人で悩まずに家族や警察に必ずご相談くださ
い。

悩んだら必ず相談を！

問会津坂下消防署　三島出張所  
☎ （52）3032 ／ FAX（52）3033

消 防 署 か ら の お 知 ら せ

全国で水害、土砂災害が発生しています！

　近年、水害や土砂災害の被害が、多く発生してお
ります。2019 年 10 月に発生した「令和元年東日本
台風」とその 2 週間後に発生した大雨により福島県
も大きな被害を受けました。
　自然災害から自分の命と大切な人の命を守るため
いざというときに備えましょう！

障 が い 者 就 職 面 接 会 の ご 案 内
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社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

 問社会福祉協議会　☎（52）3344

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

◆  心配ごと相談  ◆
10 月 24 日㊍　福祉センター

午前９時 30分から午前 11時 30 分まで

佐　藤　一　彦　様（西方）

五十嵐　光　晴　様（滝谷）

鈴　木　　　隆　様（桧原）

確認中

お悔み申し上げます

佐　藤　陽　子　様（90 才・西方）

町の人口と世帯（９月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

10 月分納税のご案内

【納期限　10 月 31 日㊍】
▼  町県民税     　　　（普通徴収）（第 3 期）

▼  後期高齢者保険料   （普通徴収）（第 3 期）

　  忘れずに納付してください。

問町民課  町民係  ☎（48）5555

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との
比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届
出のあった人数です。

人口 1,342

増
減
数

-7 出生 0

男 678 -5 死亡 2

女 664 -2 転入 4

世帯 677 -2 転出 9

ご寄附ありがとうございました（8月分）

　　寄附件数９件　計 87,000 円

ふるさと納税

西方ほがらかサロン

10月 25 日㊎
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

サロンなごみ

10月 25 日㊎
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

滝谷和楽塾

10月 29 日㊋
社会見学

大石田友遊サロン

10月７日㊊
午前 10時から
大石田集会所

ひまわりサロン
川井友愛サロン

10月９日㊌
社会見学

高清水・小山
いきいきサロン
大登サロン
サロンないり

10月 15 日㊋
社会見学

間方いきいきクラブ
浅岐あったかサロン

10月 21 日㊊
社会見学

山　田　裕　信　様（東 京 都）

愛ばんしょ外来からのお知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

三島町ケーブルテレビ三島通信で
健康教室を放送中です。
　10 月「嘔吐物処理」です。ぜひご
覧ください。

五十嵐　光　栄　様（90 才・滝谷）

鈴　木　みゑこ　様（95 才・桧原）
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広
報

み
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ま
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月
号

（
第

380
号

）
令

和
６

年
10

月
４

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

９
月
11
日
に
金
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
両
沼
西
部
三
町
村
小
学
校
体
育
交
流
会

陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は

１
０
０
ｍ
走
、
持
久
走
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
り

幅
跳
び
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
自

己
ベ
ス
ト
更
新
に
向
け
、
全
力
で
競
技
に
挑
み

ま
し
た
。
５
年
生
１
０
０
ｍ
走
は
、
特
に
大
接

戦
で
し
た
。

　

三
島
小
学
校
の
５・６
年
生
は
５
種
目
で
１
位

と
な
り
、
の
べ
13
名
が
入
賞
す
る
な
ど
大
活
躍

し
ま
し
た
。

三島小学校、三町村陸上で大活躍！！三島小学校、三町村陸上で大活躍！！

種　　目 　　　　　　　氏　　名

５年男子 100 ｍ 　鈴　木　響
ひび

希
き

　　さん

６年女子 100 ｍ 　五十嵐　悠
ゆ

月
づき

　　さん

５年男子 1,000 ｍ 　佐久間　結
ゆい

人
と

　　さん

５年男子走り幅跳び 　鈴　木　響
ひび

希
き

　　さん

６年女子走り幅跳び 　五十嵐　悠
ゆ

月
づき

　　さん

各種目１位になった三島小学校児童一覧

テレサ・テン歌碑建立の寄附者を募集中！テレサ・テン歌碑建立の寄附者を募集中！

　テレサ・テン歌碑建立プロジェクトの背景や活動状況を町
HPで紹介しておりますので、QRコードからぜひご覧ください。 問地域政策課　☎（48）5533

宮下駅前歌碑の完成イメージ

　町では、アジアの歌姫「テレサ・テン（台湾出身）」の歌碑を会津宮下駅前に建立するプロジェクトを進め
ており、事業費に充てるための寄附を募集しています。
　プロジェクトでは、テレサ・テンが歌う「ふるさとはどこですか」の歌碑及び楽曲が流れる音響設備を設置し、
日本でも数少ない「テレサ・テンゆかりの地」として、国内外のテレサ・テンファンはもちろん、海外の中
でも来町者が多い台湾の方とのさらなる交流につなげ、地域経済の活性化並びに多様な人材との交流による
地域づくりを目的としており、町が事業主体として整備します。
　趣旨について御理解いただき、多くの皆様の御支援と御協力をお願いいたします。

歌碑裏面
（寄付者名刻印※一定額以上）

歌碑表面

2024.102024.10広報みしま広報みしま 18


